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 審議経過  

１ 開会 

教育総務課長） 

 只今から第１回教育に関する事務の点検評価委員会を開催いたします。 

 

２ 委嘱状交付 

＜教育長より委嘱状交付＞ 

 

３ 委員長選出 

教育総務課長） 

教育に関する事務の点検・評価委員会設置要綱第３条に基づきまして委員長を選出い

たします。規定によりますと、委員長は委員の互選と定められています。委員の皆様、

いかがいたしましょうか。 

壷内委員） 

飯塚先生を推薦します。 

教育総務課長） 

それでは、飯塚委員に委員長をお願いするということで、皆様よろしいでしょうか。 

（委員全員異議なし） 

教育総務課長） 

それでは、飯塚委員に委員長をお願いしたいと思います。 

続きまして、委員長職務代理者を選出していただきたいのですが、例年どおり委員長

が指名するということでよろしいでしょうか。 

（委員全員異議なし） 

飯塚委員長） 

壷内委員を指名したいと思います。よろしいでしょうか。 

（委員全員異議なし） 

 

４ 委員長挨拶及び委員自己紹介 

教育総務課長） 

では、委員長及び委員の皆様から一言頂戴したいと思います。委員長からお願いいた

します。 

飯塚委員長） 

 ５年目となりましたが、マンネリ化しないように、諸々の課題について指摘していき

たいと思います。できるだけ具体的な評価をして、豊島区の教育に反映できるように努

めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

壷内委員） 

委員長同様、厳しく指摘していきたいと考えております。よろしくお願いいたします。 
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和田委員） 

一般の区民の視点からの意見を伝えていきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

５ 教育長挨拶 

教育総務課長） 

続きまして、教育長の挨拶です。 

教育長） 

今年度も本委員会の委員を承諾いただき、ありがとうございます。 

来年度は教育ビジョン２０１０の改訂の時期です。この教育ビジョン２０１０を作成

したときには実施を見込んでいなかった事業も実施しているというのが現状です。来年

度の見直しの際にそういった新しい事業についてもアンケート調査を行います。これか

ら事務局より提案がありますが、本委員会では、都市型環境教育と学力向上という教育

ビジョンの目玉として扱っていくであろう事業を評価していただきたいと考えており

ます。この評価は、教育関係者を対象にしたアンケートとともに教育ビジョンに反映さ

せていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

６ 職員紹介 

＜事務局職員紹介＞ 

 

７ 議事 

飯塚委員長） 

 それでは、これより議事に入ります。進行を務めさせていただきます。 

 

（１）会議の公開について  

飯塚委員長） 

 教育総務課長より説明をお願いします。 

＜教育総務課長 資料説明＞ 

飯塚委員長） 

従来どおりということですが、よろしいですか。 

（委員全員異議なし） 

飯塚委員長） 

 では、公開方法等については、変更なしでお願いします。 

 

（２）平成 24 年度点検・評価後の取組状況について 

飯塚委員長） 

こちらも教育総務課長よりご説明いただきます。 

＜教育総務課長 資料説明＞ 
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飯塚委員長） 

壷内委員、いかがでしょうか。 

壷内委員） 

昨年度、この評価を実施して、変わったところや課題がありましたらお伺いしたいで

す。 

教育指導課長） 

昨年度、図書館司書の配置について評価していただきましたが、今年度から小学校と

中学校ともに、３週間で４回、図書館司書を配置します。全校に事業を拡大しました。

成果がある一方で、課題として、派遣職員である図書館司書の質が様々であるというこ

と、図書館司書が図書館の整備を主な活動としている現状がございます。まだ始まった

ばかりですので、今後事業を進めながら、ある程度の力のある司書の配置、子どもたち

と接する中でもっと積極的に図書館司書を活用していきたいと考えております。 

飯塚委員長） 

全校に図書館司書を配置できたということはとても素晴らしいと思います。今後は、

どれだけ子どもたちに影響を与えているのかを調査していかなければいけません。また、

図書館司書を対象にした研修も実施する必要があると思います。 

教育指導課長） 

 子どもたちへの影響を調査するのはもちろん、派遣職員の契約内容には研修について

も書かれております。その研修内容を精査することで、図書館司書としてふさわしい人

材の育成にも教育指導課が関わっていきたいと思います。 

飯塚委員長） 

学校施設課や学校運営課の事業についても何かありますか。 

和田委員） 

学校施設環境整備のトイレの改修についてですが、子どもたちからもとても評判が良

いです。この評価委員会でも以前に視察をしましたが、トイレが変わると雰囲気が変わ

ります。今後も計画的に進めていただきたいと思います。 

また、スクールソーシャルワーカーについてですが、民生委員はほとんどの人がスク

ールソーシャルワーカーの存在を知っています。とても浸透してきたなと感じています。 

学校施設課長） 

トイレの改修につきましては、今年度、補助金をより効果的に活用し、多くの学校の

トイレが整備できる予定です。今後も計画的に整備していきたいと考えております。 

飯塚委員長） 

 ＩＣＴの活用については、学校運営課長、何かありますか。 

学校運営課長） 

昨年、ご指摘していただきましたパソコンのタブレット化ですが、今年度、本格的に

始動します。今年の１２月に小学校全校と中学校３校でパソコンのリースが切れます。

その際に、タブレット型のパソコンに切り替えたいということで準備を進めております。

そうすると、パソコン室だけでなく、教室でもタブレットパソコンが使えるようになり
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ますので、教室の無線ＬＡＮ化もあわせて進めていきたいと考えております。 

飯塚委員長） 

意見が活かされているようで嬉しく思います。他に何かありますか。 

壷内委員） 

昨年、理科や社会科などの区として研究課題となっている科目を研究対象とする必要

があるという指摘をさせていただきました。特に理数教育の充実は私もとても重要だと

感じております。 

理科室の活用の仕方が各学校で様々ではないかと思います。薬品の整備についても、

古い薬品がそのままになっている学校があるのではないでしょうか。また、理科室の活

用率も各学校で様々だと思います。理科は実技教科です。課題が多いと思いますが、今

後の見通し等ありましたらお伺いしたいです。 

統括指導主事） 

理数教育の充実は教育ビジョン２０１０の中でも重点項目になっており、様々な取組

みを実施しております。委員ご指摘のとおり、理科室の活用はとても重要であると考え

ております。物品の充実や薬品の管理は、各学校で精力的に進めております。物品の充

実については、国の特別予算を活用して充実させていきたいと考えております。薬品の

中でも劇薬と呼ばれるものは、実験中のケガにもつながるおそれがありますので、薬品

の在庫状況を教職員が知っていなければいけないということが法律で定められており

ますし、それを実施していないと消防や警察の点検で許可がもらえないことになってお

ります。 

また、全体的な理数教育の充実という点では、今年度、東京都の理数フロンティア校

という制度を活用して、高南小学校と池袋中学校が理数教育の推進を図ります。特に大

学連携等を活用して、授業の助言だけでなく、理科室の整備・活用を進めています。理

数に長けた方々からの指導・助言の結果、３か月ほどですが、結果がでてきていると感

じております。  

飯塚委員長） 

理科室の活用状況については、教育委員会が把握するべきことだと思います。統括指

導主事からお話があったような熱心に取り組んでいる学校はよいのですが、活用できて

いない学校については、きちんと指導していく必要があります。そういった取組みが豊

島区の子どもたちの基礎学力につながると思います。 

他にご意見がなければ次に進みたいと思います。 

（委員全員異議なし） 

 

（３）平成 25 年度点検・評価委員会の評価方法の変更について 

＜教育総務課長 資料説明＞ 

飯塚委員長） 

個々の事業を評価する評価方法ではなく、教育施策を構成する事業を評価する方法に

変更するということですが、ご意見はありますか。確かに、施策という大きなものがあ
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って、それぞれの事業がありますので、教育委員さんのご意見もよくわかります。 

 壷内委員、いかがですか。 

壷内委員） 

 良い案だと思います。教育委員会の取組みは学校での取組みがなければ運営されてい

きません。事業だけで評価するのではなく、教育委員会の事業を学校がきちんと把握し

て共有しているのかというところもこの方法だと評価できます。逆に、教育委員会も各

学校の問題が教育委員会の問題でもあるという意識をもつことができると思いますの

で、学校としても意味のある評価になると思います。 

飯塚委員長） 

 和田委員、いかがですか。 

和田委員） 

従来の方法だと、教育委員会が整えたものを学校が上手く活用しているのかというこ

とは評価しづらい部分でした。活用することが重要ですし、校長先生が代わったら活用

しなくなるということがあってはいけないと思っています。継続して上手な活用をして

いかなければいけませんし、そこを評価することが大切だと考えています。 

飯塚委員長） 

現場の先生が、教育施策の意味をどれだけ理解しているのかということが重要だと思

います。それを徹底していかなければ、教育施策も意味のないものになってしまいます。

学校現場についても評価できるというのは良いと思います。 

では、評価方法を資料のとおり変更したいと思います。 

（委員全員了承） 

 

（４）平成 25 年度点検・評価委員会の実施及び評価対象の選定について 

（５）平成 25 年度学校視察の実施について 

飯塚委員長） 

教育総務課長、説明をお願いします。 

＜教育総務課長 資料説明＞ 

飯塚委員長） 

１番の「都市型環境教育の推進」と２番の「学力の向上」について、施策を評価する

ということですが、委員の皆様いかがでしょうか。 

壷内委員） 

５番の「家庭教育支援の充実」、６番の「特別な支援を必要とする子どものための施

策」とありますが、これに含まれる事業の現在の実施状況について説明していただきた

いと思います。 

教育センター所長） 

５番のスクールソーシャルワーカーの配置についてですが、教育センターに４名のス

クールソーシャルワーカーを登録し、活用しております。非常勤職員ではなく、謝礼を

払うというかたちで実施しており、１時間につき３千５百円の謝礼を支払い、年間８４
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０時間という契約内容となっています。２４年度は順調に活用され、今年度も２４年度

と同じ予算で実施しました。今年度は、すでに２４年度を上回る活用状況でございます。 

 また、同じく５番の日本語学習支援についてですが、一部の学校で日本語教室を設け

ています。教育センターでも外国籍の子どもたちのための通級教室を実施しており、日

本語教育の学習が必要な児童について、言葉の学習はもちろんコミュニケーションを図

る指導を実施しています。 

飯塚委員長） 

日本語学習についてですが、学習してもコミュニケーションが上手くとれない児童・

生徒もいるのではないですか。 

教育センター所長） 

一定の成果を上げておりますが、難しいケースもありますし、習得が上手く進まない

児童・生徒もおります。また、外国籍でコミュニケーションが上手くとれずに学校不適

応となってしまう児童・生徒もおります。子どもたちが悩んでいるのではないかと感じ

た場合、学校とも連絡を取り合い、学校での生活にも配慮していただくなどして対応し

ております。 

教育総務課長） 

５番のＰＴＡ活動支援ということで、教育委員会がＰＴＡの活動の支援をしておりま

す。ＰＴＡ主催のスポーツ大会や研修等の支援でございます。 

教育指導課長） 

６番についてですが、今年度から小学校全校に都費のスクールカウンセラーが配置さ

れました。また、教員についても子どもたちの状態に合わせた指導ができるように研修

を実施しております。初任者研修の中でも、発達障害の子どもたちへの対応について、

具体的な事例をもとに研修を実施しています。 

飯塚委員長） 

都費のスクールカウンセラーということですが、都費の予算はどのくらいですか。 

統括指導主事） 

１日７時間４５分で４万４千円です。回数は週１回です。 

飯塚委員長） 

区費はいくらですか。 

統括指導主事） 

今年度からは区費のスクールカウンセラーは配置しておりません。 

教育センター所長） 

 教育センターでこれまで配置していた区スクールカウンセラーは、非常勤職員で月に

１６日勤務で２３万７千円でした。時給換算しますと東京都のスクールカウンセラーよ

りも安くなっております。 

現在、幼稚園の特別支援プロジェクトを進めておりますので、ここでも区費のスクー

ルカウンセラーを活用していきたいと考えております。特別な配慮を要する園児のため

のプロジェクトです。また、これまで雇用していた区費のスクールカウンセラーは、学
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校に派遣するという体制ではなく、教育センターに勤務していただき、教育相談等にご

協力いただきたいと考えております。 

教育長） 

補足です。区のスクールカウンセラーは１２名おりました。今後も教育相談と不登校

の子どもへの対応、幼稚園の特別支援プロジェクトにもご協力いただきたいと考えてお

ります。特に、近年、公立幼稚園で特別支援を要する子どもが増加しております。対応

が厳しくなっているのが現状です。幼稚園にもスクールカウンセラーを活用して、状況

を改善していかなければいけないと考えております。諸事業で都費のスクールカウンセ

ラーとともに協力して進めていきたいと考えております。 

１番と２番を候補とした理由についても説明していただきたいと思います。 

教育指導課長） 

１番の都市型環境教育の推進ですが、平成２７年に新庁舎が完成します。新庁舎の１

０階部分にとしまの森を作ることを予定しておりまして、このとしまの森を活用した授

業を進めていきたいと考えております。子どもたちに豊島区の一員であるという考えを

もっていただくという意味もあり、現在、環境教育プログラムの作成に力をいれており

ます。これまで進めてきた都市型環境教育についてご意見をいただき、環境教育プログ

ラムを充実させていきたいと考えております。 

２番の学力の向上につきましては、本区では、能代市との教育連携に非常に力を入れ

ております。８月には、能代市の教育専門監という優れた授業をする先生の模擬授業も

予定しており、その模擬授業は豊島公会堂で行い、豊島区の小中学校の先生方にも実際

に見ていただくということも計画しております。また、能代市への教員派遣も実施して

おります。今週１週間、豊島区の教員が能代市の取組みを体感し、１１月には学んだこ

とを活かして能代市で授業をする予定です。派遣教員には、豊島区を担う教員となって

いただきたいと考えており、人材育成の面でも評価していただきたいと考えています。 

以上の理由で、１番と２番の評価をしていただきたいと考えております。 

学校施設課長） 

 それから、学校施設の整備というハード面でも都市型環境教育を推進しています。太

陽光発電の実施や雨水の利用をするための設備を造ったり、ビオトープや校庭の芝生化

等の自然に親しむための設備も整えております。中でも芝生化は、全面芝生化が３校、

一部芝生化が２校ありますが、ヒートアイランド対策、けがが少ない、自然に親しむこ

とができる、校庭で寝転がったりできる等の良い部分があり、東京都も芝生化を推進し

ています。ですが、デメリットもありまして、豊島区の全面芝生化の学校は、１ヶ月以

上の芝生の養生期間があり、その期間中は校庭が使用できなかったり、地域からの支援

がなければ芝生を維持できないということで学校の負担になっているとの声もありま

す。部分芝生化の学校の運営はうまくいっているということもあり、そういった現状に

ついて、委員の皆様の知見からご意見をいただき、今後の計画のためにも評価していた

だきたいと考えております。 

教育総務部長） 
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各課長から１番と２番を選んだ理由を挙げていただきましたが、今年度、評価してい

ただくのは２４年度の実績です。芝生も都市型環境教育の推進に該当いたしますが、今

年度の視察は西池袋中学校と富士見台小学校で計画しています。西池袋中学校では太陽

光発電を設置し、モニターでどれだけ電気を使用しているのかを見ることができるよう

になりましたが、それを環境教育に活かしているのかといった学校の取組みも評価して

いただきたいと考えています。今後の学校改築にはそういった設備を導入し、活用して

いただきたいと考えておりますので、西池袋中学校の活用状況を評価していただきたい

と思います。 

また、能代市との連携も２４年度に様々な取組みを行いました。教員派遣やシンポジ

ウムを実施し、能代市の家庭教育の良さを豊島区でも活かしていきたいと考えておりま

す。富士見台小学校では、すでに家庭学習ノートを作り、自学を重視した取組みを実施

しています。能代との連携についても学校がどのように活かしているのかということを

評価していただきたいと思います。 

飯塚委員長） 

環境教育プログラムを作るという話がありましたが、学校の意見を取り入れてプログ

ラムを作っていただきたいと思います。 

教育総務部長） 

はい。学校の要望等を取り入れてプログラムを作りたいと考えています。各学校で環

境教育に対する意気込みもありますし、柔軟に活用できるようなプログラムにしていき

たいと思います。 

教育長） 

補足ですが、プロジェクトチームを作り各学校からもご意見をいただきたいと考えて

います。学校でヤゴ救出作戦等の取組みも実施していましたが、子どもたちが育てた生

き物や救出した生き物を新庁舎の屋上に放流して、区民で共有するといったこともでき

ます。具体的なプログラムはこれから検討していきますが、区民の皆さんが楽しめるプ

ログラムや、豊島区に親しみがもてるようなプログラムにしていきたいと考えておりま

す。 

飯塚委員長） 

今の都会の子どもたちは、土を直接触る機会があまりありません。ミミズがいる土が

植物には良いですよね。そういった土に触って、実感して、学びにつながると思います。

そのきっかけを子どもたちに提供していただきたいと思います。また、能代市は日本の

中でもトップクラスの教育効果を上げています。これは単に授業が上手いだけではあり

ません。その結果の裏には、先生たちが長年積み重ねてきた努力があると思います。そ

の辺りをしっかり学んでいただきたいと思います。視察や事業の詳細を拝見させていた

だいた上で、深くまで切り込んだ評価をしていきたいと思います。他の委員の皆様も、

よろしくお願いします。 

それでは、次に進みたいと思います。 

（委員全員了承） 
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（６）今後の日程の確認について 

飯塚委員長） 

それでは、第２回は西池袋中学校と富士見台小学校の学校視察ということで、７月１

７日に実施します。それ以降の日程はいかがでしょうか。 

＜日程調整＞ 

飯塚委員長） 

第３回が７月２５日、第４回が７月３１日ということで、時間の設定はよろしくお願

いします。 

 

８ 閉会 

飯塚委員長） 

以上で第１回教育に関する事務の点検・評価委員会は終わります。ありがとうござい

ました。 
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